
大項目 項目

0 10 20 30 40 50 60

集計結果（件）

学外 asagao ML

関係者からの案内

大学評価ｺﾝｿーｼｱﾑML

大学評価・IR室ﾎー ﾑﾍ゚ー ｼ゙

JPFF総会

大学評価・IR担当者集会

高等教育質保証学会大会

その他*

学内 関係者からの案内

機関会議での案内

教職員ポータル掲示板

広報チラシ

教職員ML(ユニタースML）

その他*

55

38

26

9

6

6

1

2

6

6

4

2

1

1

・同志社のＨＰ
・広島大学ＭＬ

Web検索

質問1：シンポジウムを知ったきっかけについて



. 項目

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130

集計結果（件）

. テーマに関心があった

職場の課題解決のヒントとして

認証評価を控えているため

登壇者に関心があった

上司や職場に勧められて

その他*

120

42

32

29

12

4

・担当業務との関連性があったから。
・新部署に関心があったから。
・知識習得

質問2：参加理由について



. 項目

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

集計結果 件

. 内部質保証

IR

IR室 役割

認証評価

自己点検 評価

学習成果

立命館大学 取組

明治大学 取組

APU 取組

外部評価

基調講演

中長期計画

FD

専門分野別評価

国際化 対応

他*

109

103

74

56

53

45

45

35

31

17

17

15

10

8

8

7

5

質問3関心 分野

他*詳細 以下 記載
大学評価 IR室設立 趣旨 経緯 活動内容 大学内 役割等 関心
国際化 国際通用性
8月 大学評価 担当者集会 報告 聞 興味
立命大 明治大 具体的 事例 聞 非常 感謝申 上 取組 非常 参考

分析 統計学



2.2%
どちらかと言えば満足しなかった

25.4%
どちらかと言えば満足した

0.0%
満足しなかった

72.5%
満足した

質問4：シンポジウムの満足度について
項目

満足した

どちらかと言えば満足した

どちらかと言えば満足しなかった

満足しなかった

項目

満足した

どちらかと言えば満足した

どちらかと言えば満足しなかった

満足しなかった 0

3

35

100

回答実数



0.8%
どちらかと言えば役に立たなかった

28.7%
どちらかと言えば役に立った

0.0%
役に立たなかった

70.5%
役に立った

質問5：シンポジウムの内容について
項目

役に立った

どちらかと言えば役に立った

どちらかと言えば役に立たなかった

役に立たなかった

項目

役に立った

どちらかと言えば役に立った

どちらかと言えば役に立たなかった

役に立たなかった 0

1

37

91

回答実数



3.1%
どちらかと言えば適切でなかった

24.0%
どちらかと言えば適切だった

0.0%
適切ではなかった

72.9%
適切だった

●事例紹介の間に小休憩があればよかった。

●適宜休憩はあったが、少し長い感じがした。
　特に事例紹介は20分でも良かったのでは？

●素敵なシンポジウムに参加させて頂き、ありがとうございました。
　無事、記念品（ＵＳＢ）も頂けまして、大満足の一日となりました。
●講演、事例報告とも、たっぷりと、でも長すぎず拝聴できて良かったと思います。
●ただし、17：00には終了してほしかった。

質問6：シンポジウムの運営について
　　　    （開催時期、開催時刻、時間配分など）

項目

適切だった

どちらかと言えば適切だった

どちらかと言えば適切でなかった

適切ではなかった

項目

適切だった

どちらかと言えば適切だった

どちらかと言えば適切でなかった

適切ではなかった 0

4

31

94

回答実数



良

立命館大学

理論

理解
役割

明治大学

満足

本質

包括的

偏 認証評価内容
内部質保証

登壇者

抽象的

川嶋先生

先進的

盛

深 話

職務内容 情報重要 視点

実例

実践的実情

質疑応答

自大学自己点検 評価

時間設定

視点

支援体制

刺激的

残念

参考

講演考 方 現場

見識
興味深

貴重 機会

機能

基調講演

学習成果

各大学

改善 横山先生

運用位置

詳細

報告

足

立場

IR
APU

AACSB

質問4 満足度
分析用 KH Coder 抽出語 出現回数 集計

良

立命館大学

立場
理解有意義

問題点

明治大学

本学 包括的

勉強

幅

評価 必要性

内容

内部質保証
鳥居先生

知識
知見

体系図

想定

川嶋先生

先進的

整理
推進

新 情報

情報

紹介

取組

実体験

質問

自大学

事例視点

糸口

参考今後

国際認証国際性 考慮点

構成

現場

検討 経験

経緯

具体的

教職員教学支援

教員

客観視

機会

管理

学内学校運営学位授与
海外

改善

課題点

課題解決

課題
横山先生

意識IR
DP

質問5 内容
分析用 KH Coder 抽出語 出現回数 集計

1 7

回数

1 13

回数



列

理解

有意義
明確

飽
幅広 用語

評価

発展

能力内容

内部質保証鳥居先生地域貢献事業

知見短

大学 層別

組織図
全容

世界

情報

充実

集中

収穫
自律性

事例紹介

刺激

参考今後

広報素材

経験
具体的

教育 質保証

貴重

機会

企画

感謝

学内

学外
会場

運営手洗

youtube

web化

IR

form

DP

discipline

APU

質問7 関 意見 感想
分析用 KH Coder 抽出語 出現回数 集計

1 5

回数




